























【対象と方法】Anorcxianervosaのrestrictingtype 17例(八NR群)と bin肝 -eating/purgingtype 
18例 (ANI3P群)， bulimia ncrvosaのpurgingtype 12例 (BNP群)に対照群として年齢を適合させた




【結巣】 事象関連電位のP300の結果は ANBP群と Bl¥P群の潜時がC群に比して有意な延長を示した。
振幅については有意差を認めず，八NR群の港時はC群と有意差を認めなかった。 P300の潜時と年齢，発











がみられる。本研究では，米同精神医学会のDiagnosticand statisticaJ manual of mentaJ disordcrs， 
fourthωition (DSM・IV)の診断基準に従って，摂食障害の患者を次のように分類した。食思不振があ
るが，過食と曙吐，下剤の濫用などの浄化行動のみられないrestrictingtype (制限型， ANR群)17例，







事象関連電位におけるP300の結果では ANBP群と BNP群の潜時が C群の潜時に比較し有意な延長
を示した。振幅については有意売がなかったD また ANR群の港時は C群として比較して差異が認めら
れなかった。
それ以外の事象関連電位の因子では， 4群間でで-台
期間，体重，標準体重比， body mass indexなどの背景因子との問で有意な相関が得られなか勺た。した
がって本論文は， P300における潜時の延長が，過食や曜骨tlこ伴う摂食障害の患者に存存する衝動的認知障
害に起因することを示唆したもので，摂食障害の病因の解明に寄与するところが少なくない。よって，本
研究者は，博士(医学〉の学位を授与するに値するものと判定された。
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